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(2)b=2'17とする。αがα>0の範囲を動くとき,連立方程式 (*)を満たす正の実数κ,ν

爽数″,υ は,α を用いて
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と表される。したがって,相加平均と相乗平均の関係を禾J用すると,χ +ν はα=2■ の

とき最/Jヽ値ャ嘔 サコをとることがわかる。ただし
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